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1．はじめに

　東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林秩父演習林（以下，秩父演習林）では，2012

年度よりサントリーホールディングス（株）と共同で，秩父演習林での渓流水の化学組成モニタ

リングを行っており，現在も滝川流域の 6 地点で継続中である（浅野ら，2013；浅野ら，2022）。

2011 年 4 月から 2021 年 3 月までの水質分析結果は浅野ら（2022）で報告されている。本報告で

は，2021 年 4 月から 2022 年 3 月までの水質分析結果を報告する。

2．採取地の位置と概要

　渓流水採取地点，気象観測地および降水採取地点の位置を図－1，概要を表－1 にまとめた。

　滝川流域の気候は，夏に降水量が多く，冬期間寡雪の太平洋型である。気象観測地「ワサビ

沢」における 2012 年から 2019 年の降水サンプラーで観測した平均年降水量は 1795mm y－1 で，

年平均気温は 8.6℃である（東京大学演習林，2022）。積雪は平年は 12～3 月にあり，年による変

動が大きいが，平年の最大積雪深は 0.2～0.3m で，流域のほとんどで降雪から 1～2 週間のうち

に積雪がなくなる。

3．調査方法

　水試料の採取は秩父演習林職員が行い，採取した水試料はサントリーグローバルイノベーショ

ンセンター（株）水科学研究所に送付し，水質分析を行った。
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3．1．渓流水採取

　渓流水は 2021 年 4 月から 2022 年 3 月に，図－1 に示す渓流水採取地点 6 箇所で月に 1 度採取

した（表－1）。水採取時に現地で水温を観測した。水試料はろ過せず，ポリビンに入れて持ち帰

り，発送まで冷蔵庫で保管した。水試料の送付にはチルドゆうパックを用いた。　

　一部の採取地点で水採取・水質分析できなかった月があった。2021 年 8 月ワサビ沢下は採取

地付近でツキノワグマを目撃したため，安全を優先し採水できなかった。また，2022 年 2 月は

図－1　渓流水および降水採取地点の位置

表－1　渓流水および降水採取地点の概要
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久度沢・トウバク沢上・ワサビ沢下は，積雪でアクセスが危険なため，採水できなかった。これ

らの地点のデータを掲載した表－3，5，7 には欠測月の欄も残し，欠測理由は備考欄に記入し

た。

渓流水採取地点「ワサビ沢上」の下流側では，7 月 15 日から 11 月 23 日の期間，土砂の撤去・

運搬作業や土砂・資材置きのため，断続的に建設機械が使用され，トラックなどの出入りがあっ

た。

3．2．降水採取

　降水は気象観測地「ワサビ沢」で月に 1 度採取した。6～11 月は直径 240mm の漏斗をつけた

ボトル，4～5 月は上部内径 380mm，12～3 月は上部内径 375mm バケツで採取した。0.45μm の

フィルタで濾過した降水をポリビンに入れて持ち帰り，発送まで冷蔵庫で保管した。水試料の送

付にはチルドゆうパックを用いた。　

　降水量（mm）はボトルやバケツに貯まった水の総量をメスシリンダーで測定し，漏斗の直径

やバケツの上部内径で除して算出した。

　降水採取地点の周辺では，7 月 15 日から 11 月 23 日の期間，土砂の撤去・運搬作業や土砂・

資材置きのため，断続的に建設機械が使用され，トラックなどの出入りがあった。

3．3．分析

　分析項目と方法，定量下限，検出限界，CV 値などを表－2 に示す。検量線を作成する際に用

いる標準試料の最小濃度を定量下限とし，定量下限以下の数値が検出された場合は ND とした。

データが無い場合は「-」で示した。

4．結果

　表－3 から表－8 に渓流水の水質分析結果，表－9 に降水の水質分析結果を示す。

　なお，この報告で示すデータのうち，バケモノ沢の渓流水質の水温と pH，EC およびワサビ沢

降水水質の降水量と pH，EC は，今後研究委員会長期生態系データ担当気象水文水質分野で投稿

し，Web で公表するデータとなる。
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表－2　分析項目と方法，使用機器および定量下限
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表－3　久度沢の渓流水質
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表－4　久度沢滝川合流の渓流水質
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表－5　トウバク沢上の渓流水質
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表－6　バケモノ沢の渓流水質
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表－7　ワサビ沢下の渓流水質
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表－8　ワサビ沢上の渓流水質
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表－9　ワサビ沢降水の水質
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